


日時：2026年3月14日(土) 11：00～13：00

開催方法：Web開催（ZOOM配信）

講演Ⅰ『小児の臍帯血移植について』
浜田 聡先生（琉球大学病院 小児科 講師）

講演Ⅱ『臍帯血バンク事業について』
山口 惠津子先生（九州さい帯血バンク 製剤部 製剤三課 製剤係長）

令和7年度 第2回ベーシックセミナー

案 内 方 法

●造血幹細胞移植施設関連へ郵送
●造血幹細胞移植医療体制整備事業HPへの掲載

●琉球大学病院HP,SNS(X,Facebook)への掲載

●メールでの直接案内(移植関係者、以前のセミナー参加者)

●電子カルテ、ポータルへの掲載



アンケート結果

セミナー事前登録者数 80名
セミナー参加者数 60名
アンケート回答者数 29名

ア ン ケ ー ト 結 果



Q1. このセミナーの特に良かった点は何ですか？

 採取から保存までの工程や、採取された臍帯血のうち2割から3割しか合格しない
ことなど、大変興味深かった。

 臍帯血移植について、最近の統計を知る事ができた。
 さい帯血バンク事業についての役割が聞けた点。
 臍帯血移植の成人と小児の違いについて理解が深まった。
 臍帯血の採取から輸注までの流れについて。
 臍帯血について治療、バンクと全般的な事がモーラされておりわかりやすかった。
 臍帯血移植の歴史や、移植成績、採取する場面を知る事ができた事。

Q2.今回のセミナーで改善した方が良い点は何ですか？
講演Ⅰと講演Ⅱに同じ内容（造血幹細胞と臍帯血移植について）の説明があっ
たので、事前に内容確認し、重複しないようにしてもらえると有難いです。



Q3.今後どのようなテーマを講演してほしいですか？

 移植前後の患者さんへの療養指導について
 HLA検査情報によるドナー選択について
 アフェレーシスナースの活動について
 病気の発症原因やその傾向について
 妊孕性の課題について

Q4.その他（自由記載欄）

いつもとは違った視点からの講演がきけて、とても興味深く参加
させてもらいました。ありがとうございました。

 PR用の動画を実際にみて、もっと多くの人が知る事ができるよう
に、CMや学校の保健体育などでも触れてほしいと思えました。

小児の移植について勉強会が少ないので、参加できて良かった。
血液内科に通院している患者様と関わることが多く、移植前の
治療を受けている方もいらっしゃいます。その方たちへ寄り添え
る看護ができるよう、更に知識をつけたいと思える内容でした。




